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1 はじめに

日本の農業用水のパイプラインは，昭和30年代の後半から導入され，水路延長は，受益面積10

0ha以上の規模の基幹的な水利施設についても，約1万2千kmに達している．このように，パイプ

ラインの普及が進む一方，経過年数とともに，機能障害のリスクが高まっている．

基幹的パイプライン全体について，1985～2014年の突発事故の件数を用いて，種々の条件を

包含した状態で平均化した事故率を示す事故曲線を，直線を繋げた折れ線で表現し，この単純

化した機能劣化予測式を用いて，事故発生の推移の再現検証を行った（稲垣, 2018）．

農業用管路の劣化特性については，事故や施設の履歴データが不足しており，長期間を

対象とした個別の管径や管種の事故曲線が得られていない．管路の更新等を計画的に実施

するためには，長期間の適切な管路の性能の低下予測が必要である．そこで，これまでに

集積され，公表されたデータに基づいて，使用する各種の管種について，水道における実

績に基づく事故曲線を参考にして，長期の事故曲線の検証を行った．

2 管路の機能劣化予測式

水道技術研究センター（2011）は，管種毎の経過年数tと事故率の関係を示す標準事故曲線Fm

(t)と口径，地盤条件等による補正係数C1～3を組み合わせて，口径が 1000mm 以下の SP，DIP，
VP について，推定事故率yを推定する機能劣化予測式を作成している．

ここで， t：経過年数（年），y：推定事故率（件 /km/年），Fm(t)：埋設期間が 50 年以下に
おける経過年数と事故率の関係を表す標

準事故曲線（件 /km/年），a,b：事故率の上
昇程度を表す管種別の係数，C1：継手，
スリーブに関する補正係数 0.1 ～ 1.4，C2
：口径（50 ～ 1000mm）に関する補正係
数 0.1 ～ 2.8，C3：地盤（良い，悪い）に
関する補正係数 0.1～ 1.5
水道における経過年数による管種毎の事故

率の推定曲線を図 1に示す． 図 1: 管種別の事故率曲線（口径 50～ 450mm）
3 事故曲線の分析結果

6 地区における，ACP，RC，PC，VU，VP，FRPM，DCIP，SP の 8 管種について，事故率
から事故曲線を求めた．本報で求める事故曲線は，長期の経過年数に対応する管種毎の事

故曲線の全体的な傾向を探るためのものであるので，初期不良が影響していると考えられ

る 10 年以内の事故については，曲線設定のデータに含めないものとした .
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図 2 ～ 4 に FRPM，，VP の事故発生時の経過年数と当該の事故率を○で示した．なお，VP
については，水道管の標準曲線と補正係数を用いて計算した事故率を図中に併記している．

図 2: 事故率曲線（ D 地区:FRPM ） 図 3: 事故率曲線（ F 地区:VP ）
5 管種別の標準事故曲線 表 1: 標準事故曲線と補正係数

ACP，RC，PC，VU，VP，FRPM，DCIP，SP
の 8 管種について，事故発生時の経過年数
と当該の事故曲線を示した．水道において，

機能劣化予測式が提示されていない ACP，
RC，PC，VU，FRPM については，事故曲

線の中で標準的な曲線を標準事故曲線とし

て選定し，事故データより求めた事故率曲線に近似させる補正係数を設定した．

図 4: 管種別事故率曲線（FRPM） 図 5: 管種別事故率曲線（VU,VP）
現地データによる事故率曲線と機能劣化予測式は，口径の小さい FRPM(C)を標準曲線

にして，口径により区分することにより，また，VP については，継ぎ手 RR と TS で区分
することにより，よく一致している．

6 おわりに
水道技術研究センターが，DCIP，SP，VP について設定した機能劣化予測式と事故データ
から求めた事故率曲線は，概ね一致すると考えられる．

一方，水道で使用実績のない ACP，RC，PC，FRPM については，限られたデータによ

り，管種，口径による補正係数を設定したが ,一般的な傾向は明らかとなった．今後，デ
ータを整備して，予測式の信頼性を向上させることが必要である．
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管種 口径 a b c1 c2 c3
300～450 1.0 1.0 1.0

450～1200 1.0 0.35 1.0
500～1000 1.0 1.0 1.0
1000～2500 1.0 0.15 1.0

RC 600～1000 1.4 1.0 1.0
VU 100～300 1.270E-05 2.907 1.0 1.4 1.0

350～800 1.0 1.0 1.0
900～2000 1.0 0.003 1.0

FRPM 1.096E-05 4.012

8.770E-05 2.149PC

ACP 1.820E-05 2.444
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